





























　　　　　　　　　M ATSUI K.: Geography of Religion in Japan: Religious Space, Landscape, and 
Behavior. Springer, 200p., 2013年12月．
　　【奨励賞】
　　　植村円香
　　　　受賞対象：植 村円香「東京都利島村におけるツバキ実生産による高齢者の生計維持」『地理学評
論』84，242～257，2011年11月．
　　　　　　　　　 植村円香「高齢期離職就農者による柑橘農業の実態とその意義－愛媛県岩城島を事例
として－」『経済地理学年報』59，136～153，2013年3月．
　　　　　　　　　植 村円香「高齢化に伴う果樹複合産地の変容－長野県飯田市・高森町の干し柿生産を
事例に－」『地学雑誌』122，502～520，2013年7月．
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Ⅱ．2013年度決算報告・監査報告について
　2013年度の一般会計および特別会計の決算案が提示され，その収支について会計監査人（手塚，矢ケ﨑）
より適正であるとの承認を受けたことが報告された。2013年度決算案は異議なく承認された。
Ⅲ．2014年度事業計画について
　2014年度事業計画について，「地理空間」第7巻1号および2号の刊行，第7回大会の開催（立教大学新
座キャンパス），例会の開催，ニューズレターの発行，ホームページとメーリングリストの管理・運営，
会員名簿の発行，ホームページデザインの更新が提案された。2014年度事業計画は異議なく承認された。
Ⅳ．2014年予算案について
　2014年度予算案について，収入と支出に関する説明がなされた。2014年度予算案は異議なく承認された。
Ⅴ．役員・専門委員会の構成について
　役員および専門委員会（2014年7月1日～2016年6月30日）の構成員について報告された。役員および
専門委員会構成員は異議なく承認された。
　会　　長：櫻井明久（駒澤大）
　会計監査：田林　明（筑波大名誉），矢ケ﨑典隆（日本大）
　常任委員： 山下清海（常任委員長，筑波大），呉羽正昭（庶務委員長，筑波大），兼子　純（会計委員長，
筑波大），森本健弘（集会委員長，筑波大），松井圭介（編集委員長，筑波大）
　評　議　員： 井田仁康（筑波大），伊藤　悟（金沢大），伊藤徹哉（立正大），小口千明（筑波大），小野寺　淳 
（茨城大），加賀美雅弘（東京学芸大），兼子　純（筑波大），川瀬正樹（広島修道大），菊地俊
夫（首都大学東京），呉羽正昭（筑波大），小林岳人（松戸国際高），小宮正実（帝国書院），篠
原秀一（秋田大），須山　聡（駒澤大），平　篤志（香川大），高橋重雄（青山学院大），堤　純 
（筑波大），中西僚太郎（筑波大），中村周作（宮崎大），中村理恵（前橋高），仁平尊明（北
海道大），根田克彦（奈良教育大），橋本雄一（北海道大），平岡昭利（下関市大），松井圭介（筑
波大），丸山浩明（立教大），村山祐司（筑波大），森本健弘（筑波大），山下亜紀郎（筑波大），
山下清海（筑波大），山下宗利（佐賀大），若本啓子（宇都宮大）
＜専門委員会＞
　庶務委員会：呉羽正昭（委員長），磯野　巧，児玉恵理，中川紗智，橋爪孝介
　会計委員会：兼子　純（委員長），栗林　慶，羽田　司，福井一喜
　集会委員会： 森本健弘（委員長），山下亜紀郎（副委員長），池田真利子，石坂　愛，卯田卓矢，遠藤貴
美子，矢ケ﨑太洋
　編集委員会： 松井圭介（委員長），堤　純（副委員長），井田仁康，小口千明，須山　聡，田林　明，中
西僚太郎，橋本暁子，橋本雄一，丸山浩明，村山祐司，矢ケ﨑典隆，山下　潤，Thomas C. 
Waldichuk 
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　　　　　　　（書記）：小野澤泰子，川村一希，橋本　操，益田理広，渡邊瑛季
学会賞選考委員会：井田仁康（委員長），岩間信之，中村周作，仁平尊明，村山祐司（事務局）
　　　　　　　（※2014年7月1日～2015年6月30日，1年間）
Ⅵ．その他
　機関誌「地理空間」の別刷り代の負担について，若手研究者の研究を奨励するために，院生会員・学生
会員の単著論文，掲載年度もしくは掲載年度の前年度に提出された卒業論文・修士論文をもとにした単著
論文に該当する論文に関しては，50部まで論文別刷り代を無料にすることが兼子会計委員長より提案さ
れた。この案は異議なく承認された。
【大会報告】
第7回（2014年6月28日～6月29日，於：立教大学新座キャンパス，参加者84名）
・シンポジウム「ヨーロッパの山地ツーリズム」
　市川康夫（筑波大）：19世紀英国紀行文とフランス山村のツーリズム－「スティーブンソンの道」を事
例に－
　呉羽正昭（筑波大）：オーストリアアルプスにおけるスキーリゾートの継続的発展
　池永正人（長崎国際大）：スイスアルプスの自然環境保全と多様なアクティビティ
・研究発表
　清水克志（秀明大）：教員養成課程における新旧地形図を活用した教育実践とその効果
　渡邊瑛季（筑波大・院）：スピードスケート競技環境の空間的再編とその課題－長野県佐久地域を事例
に－
　矢ケ﨑太洋（筑波大・院）・吉次　翼（慶應義塾大）：東日本大震災を契機とした陸前高田市の都市構造
の変容
　丸山宗志（立教大・院）・松村公明（立教大）・大塚直樹（亜細亜大）：都市機能の変遷からみた旧サイ
ゴン中心部の空間的特徴－フランス統治期の旧版地図を手がかりに－
　鈴木富之（名桜大）：首都圏外縁部におけるペンション集積地域の形成要因
　堀本雅章（法政大沖縄文化研）：「瑠璃の島」放映後の沖縄県竹富町鳩間島における観光地化とその特色
　児玉恵理（筑波大・院）：埼玉県の近郊野菜の地域ブランド化と個人ブランド化の研究
　白坂　蕃（東京学芸大名誉教授）：中国雲南省北部におけるチベット族の移牧
・ポスター発表
　本多広樹（筑波大・院）：群馬県前橋市における一般廃棄物処理の空間構造
　橋爪孝介（筑波大・院）：伊勢市における鳥居前町の景観変化－土地利用からみた式年遷宮の影響－
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　阿部依子（筑波大・院）：岡山県真鍋島における小中学生をとりまく教育環境の変遷と現状
　清水克志（秀明大）：宮城県浦戸諸島におけるハクサイ採種業の歴史と現状
　渡辺亮佑（筑波大・院）：徳島県海部郡美波町における漁村留学制度を通した地域構造の変容
　奥　啓彰（筑波大・院）：東武鉄道東上本線におけるダイヤの展開
　吉次 翼（慶應義塾大）・矢ケ﨑太洋（筑波大・院）・大江守之（慶應義塾大）・一ノ瀬友博（慶應義塾大）：
東日本大震災を契機とした住宅再建・集団移転事業の現状と課題 －宮城県沿岸15自治体を対象と
して－
　淺野元紀（筑波大・院）：女川町における仮設商店街「きぼうのかね商店街」の役割と課題
　川口志のぶ（筑波大・院）：新宿駅周辺におけるネイルサロンの立地特性 －路線価格を用いた店舗立地
の分析を通じて－
　杉本興運（日本学術振興会特別研究員PD，筑波大）・村山祐司（筑波大）：「人の流れデータ」による東
京都市圏の観光行動分析
・巡検
　「小江戸・川越の地域変容－ 過去・現在から将来を考える－」（参加22名）
　　オーガナイザー：石坂愛・金延景・児玉恵理・橋爪孝介・渡邊瑛季
【地理空間学会会則】
　地理空間学会ホームページをご参照ください。
　URL：http://jags.ne.jp/index.html
【編集委員からのお知らせ】
6～11月：新規に投稿のあった10編について閲読結果をもとに検討し，「論説」4編，「調査報告」2編を
受理した。
【次号以降の投稿について】
　第8巻1号は，2015年6月20日の発行を予定しております。第8巻1号の原稿については3月末まで，そ
れ以降の原稿につきましても随時受け付けております。内容は最新の論争から時事性，トピック性の高い
テーマ，丹念な調査に基づく活きのよい事例研究まで幅広く受け付けております。会員皆様の活発な寄稿
をお待ちしております。
　本学会の活動を幅広く認知してもらうために，会員の皆様の大学研究室や大学・高校の図書館におきま
して，会誌『地理空間』の定期購読を是非ご検討のほどお願いいたします。ご購読いただける場合には，
編集委員会（geospace@geoenv.tsukuba.ac.jp）までお知らせください。
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【投稿規定&執筆要項】
　地理空間学会ホームページをご参照ください。
　URL：http://jags.ne.jp/index.html
【新入会員】（2014年5月23日から2014年11月18日）
 
　石川真弓（高崎経済大学・院） 
　小泉茜彩子（筑波大学・学） 
　児玉龍哉（筑波大学・学） 
　杉崎由佳（横浜市立大学） 
　関　拓也（筑波大学・学） 
山本耕生（帝京大学） 
横川　駿（筑波大学・学） 
吉次　翼（慶應義塾大学SFC研究所）
吉田道代（和歌山大学）
 （会員数：313人，2014年11月18日時点）
